
日本ダムアワード２０２１選考対象にノミネート

～銅山川３ダムの利水運用～

令和３年１２月２５日に開催された、日本ダムアワード２０２１（主催：

日本ダムアワード実行委員会）において、令和３年１月～８月に実施した銅

山川流域の渇水調整について、全国のダムファンの皆さまに注目され、

２０２１ダムアワード【低水管理賞】の選考対象にノミネートされました。

残念ながら受賞は叶いませんでしたが、今後も吉野川水系渇水対応タイ

ムラインに基づき、関係者と連携し、効果的な利水運用に努め、より安定

した用水供給を目指します。

※今回対象となった銅山川 3 ダムによる利水運用の詳細については、「渇水対応タイムラインに基づき銅山川３ダムでの効果的

な利水運用を実現」（令和 3年 12月 14日記者発表）をご参照ください。

令和３年１２月２７日

銅 山 川 渇 水 調 整 協 議 会 事 務 局

問い合わせ先

国土交通省 四国地方整備局 吉野川ダム統合管理事務所

技術副所長 片井 良英（内線２０４）
かた い よしひで

○管理課長 石川 洋 （内線３３１）
いしかわ ひろし

ＴＥＬ：０８８３－７２－３０００（代）

○：主な問い合わせ先

多数の関係者と協議会で、
渇水調整の議論

計画的な取水制限の実施
→ より長く用水を供給

計画的な取水制限の実施
→ 渇水による被害の軽減

渇水対応タイムラインの
活用による気候変動対応



参考資料

日本ダムアワードとは

１．日本ダムアワードの概要

一年間のダムの活躍を振り返り、ダムファン有志による委員が様々な角度から活躍し

たダムをノミネート。 委員と観客の皆さんによる投票で、各部門で今年もっとも印象

に残る働きをしたダムを選出し、その功績を讃えよう、というイベントです。

（日本ダムアワード HP より参照）
※日本ダムアワードの詳細については、日本ダムアワード HP（http://japandamaward.org/）をご参照ください。

２．四国内のダムにおける受賞実績

2013年 低水管理賞 ：早明浦ダム（高知県／水資源機構）

2014年 ダム大賞、洪水調節賞：早明浦ダム（高知県／水資源機構）

2016年 イベント賞 ：鹿野川ダム（愛媛県／国土交通省）

2018年 イベント賞 ：横瀬川ダム（高知県／国土交通省・宿毛市観光協会

・西松建設株式会社）


